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1. Web サイトモニターへ登録・追加 

 

1.1 Web サイトモニターのプロファイル登録 

『モニター』の項目の『モニターを登録』アイコンをクリックします。 

 

 

1.2 接続の詳細を設定 

パフォーマンスを監視したいサイトの詳細を入力します。 

 
URL:  監視するサイトの URL を入力します。https:// や http:// を含めた URL

を入力します。 

HTTP メソッド:  HEAD / GET / POST から選択します。 

ユーザーエージェント:  対象のブラウザ・デバイスを選択します。 

任意のヘッダー:  必要な場合には、キーと値を入力します。 

ベーシックHTTP認証:  必要な場合は、ユーザー名とパスワードを入力します。 

『次へ』をクリックし次の画面へ進みます。 

 

 

 

1.3 モニターのスケジュールを設定 

タイムアウト時間、頻度、監視地域、通知などの監視の詳細を設定します。
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タイムアウト:  タイムアウトするまでの時間を設定します。 

頻度:  監視する頻度を選びます。 

アラートしきい値:  アラート通知するまでの失敗回数の設定をします。 

タイムゾーン:  ユーザーの所在値を設定します。 

モニター地域:  モニターする地域を選択します。 

通知メール： 通知されるメールの受信者を設定します。 

『次へ』をクリックし次の画面へ進みます。 

 

1.4 モニターのプロファイルを登録 

設定にプロファイル名を付けます。先に設定した内容通りに表示されているか

確認します。よろしければ、『保存』をクリックし設定完了です。 
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1.5 モニターの登録完了 

画面トップの「コントロールパネル」をクリックします。モニター欄に設定し

たモニタープロファイル名が表示されます。 

 

 

 

2. モニターの内容設定・スケジュール項目の変更 

2.1 接続の編集 

『モニター』の項目の『接続の編集』アイコンをクリックします。 
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パフォーマンス監視中のサイトの詳細を変更できます。 

 

URL:  監視するサイトの URL を入力します。https:// や http:// を含めた URL

を入力します。 

HTTP メソッド:  HEAD / GET / POST から選択します。 

ユーザーエージェント:  対象のブラウザ・デバイスを選択します。 

任意のヘッダー:  必要な場合には、キーと値を入力します。 

ベーシックHTTP認証:  必要な場合は、ユーザー名とパスワードを入力します。 

『次へ』をクリックし次の画面へ進みます。 

 

2.2 スケジュールの編集 

『モニター』の項目の『スケジュール編集』アイコンをクリックします。 

 

タイムアウト時間、頻度、監視地域、通知などの監視の詳細を変更できます。 



 7 

 

タイムアウト:  タイムアウトするまでの時間を設定します。 

頻度:  監視する頻度を選びます。 

アラートしきい値:  アラート通知するまでの失敗回数の設定をします。 

タイムゾーン:  ユーザーの所在値を設定します。 

モニター地域:  モニターする地域を選択します。 

通知メール： 通知されるメールの受信者を設定します。 

『次へ』をクリックし次の画面へ進みます。 

 

 

3. パフォーマンス分析 

3.1 パフォーマー状況をグラフ表示 

『モニター』の項目の『グラフ』アイコンをクリックします。 

 
地域ごとにパフォーマンスを表示します。 

パフォーマンスを表示する期間を設定できます。 
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 縦軸： レスポンスタイム （ミリ秒） 

 横軸： 日時 

 

3.2 パフォーマーの詳細を閲覧 

『モニター』の項目の『パフォーマンス』アイコンをクリックします。 

 

監視の状況を地域別に詳細な数値で表示します。 
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3.3 接続の失敗を閲覧 

『モニター』の項目の『失敗』アイコンをクリックします。 

 

サイトへの接続に失敗した理由、発生時間などの詳細が確認できます。 

 

 

 

4. モニターの停止・再開 

4.1 モニター監視を停止 

『モニター』の項目の『停止』アイコンをクリックします。 

 

モニターを停止するとそれ以降は監視されません。 

分析の保存データにはアクセスできます。 

 

4.2 モニター監視を再開 

『モニター』の項目の『開始』アイコンをクリックします。 
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モニターを再開させると、反映されるまで数分かかる場合があります。通常は

約 5分ほどかかります。 

 

 

5. モニターのプロファイルを削除 

5.1 『削除』をクリック 

『モニター』の項目の『削除』アイコンをクリックします。 

 

 

5.2 削除するモニターの確認 

モニタープロファイルを完全に削除すると監視することができなくなり、設定

も全て抹消されます。 

 

 

モニターのプロファイルは画面から消えましたが、システム内の削除処理に最

大 24 時間かかる場合があります。処理が完了するまで利用可能な数は変更され

ません。 

 

 

6. モニターのパフォーマンスチェック通知 

6.1 検知した場合の通知 

アラートしきい値超過した場合には以下のメール通知が送信されます。 
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6.2 問題が解消した場合の通知 

検知された問題が解消された際には以下のメール通知が送信されます。 
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